貳、考察主要內容
一、橫濱市政府內部創意提案制度

（一）考察目的

在郝市長的大力推動下，本府創各縣市政府之先驅，率先推動並建立了臺北市政府的創意提案會報制度，自96年7月1日開始推行。為精益求精，本府創意提案會報施行迄今每年皆檢討修訂其實施計畫，期使運作機制更加完善，惟制度推行不能閉門造車，查近年來全球化的舞台多有二線城市嶄露頭角，如日本橫濱，其城市規模與資源不如東京，卻能從自身文化特色發想創意，從政策推動，加上有效的執行力，打造其獨特的競爭力，其推動之提案制度亦頗有成果，值得本府借鏡參考。
（二）橫濱市創意提案推動沿革
アントレプレナーシップ制度是法語發音，是企業化的意思，提案制度是針對肯作、願意作、有能力作、對新事業進行挑戰者，現任橫濱市長中田宏於平成14年市長一上任即提出相關創意計畫，先指定相關機關開始推動，於第二年（平成15年）開始由機關同仁自由提案。目的在於提升市民滿意度，並提供平台發揮。機關員工所提之創意提案，經機關檢討評估再向市長、副市長報告，確認後才進行事業化，期間約需半年。檢討對象包括提案預算、執行人力、計畫等，從平成14年提案制度產生至平成19年，計有96件提案，其中29件納入半年期檢討，付諸事業化執行的有19件。較具代表的提案有防災證照事業、增加廣告收益、大型風力發電（詳如附件一資料）等。

（三）橫濱市提案機制簡介
１、橫濱市現階段產生之創意提案，多非屬本機關權責項目，係屬他機關執行業務，且具績效之案例，機關提案同仁認為在某些情況下，如提自己機關現有業務事項，將會造成行政作業混亂，不易執行成功。惟此甲機關提案而乙機關執行之模式，有可能造成乙機關現行作業衝突現象，因此須先由乙機關同意參採，始進行提案之推動，如乙機關無法執行，則由另一專案小組進行後續之研商作業或尋求外部資源加以推動。

２、平成14年之4件創意提案是由市長指定題目，平成15年則為機關同仁自由提案的第1年，即創設一個管道、窗口，鼓勵有才幹之公務人員勇於提案（非自己業務範圍）。 
（四）橫濱市提案制度作業流程






（五）橫濱市提案制度審查標準及課題
提案基本審查標準為：必要性、具體性、獨創性、對事業的效益性；其中效益性之重點為：創造的效益、對市民的影響、是否有長期效果；員工產生的提案是全新的，惟對個人並無提案獎勵措施（正檢討中）。橫濱市都市經營局同仁認為相關的課題有二：1、提案的數量和品質；2、由職員提案，未來發展為組織（課、部、局）提案。
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日本橫濱市都市經營局政策課同仁提供創意提案機制之專業諮詢服務
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本會副主任委員瑞廷致贈橫濱市政府同仁宣導品並行銷本府重大市政項目


（六）橫濱市政府付諸事業化執行案件
平成14~19年度検討テーマの最終提案と審査結果一覽表
	年度
	テーマ
	提案概要
	検討
人数
	審査結果

	平成14年度
	横浜ライセンス制度の創設
	障害者などの移送ボランティアライセンス制度の創設
	現在の移送ボランティアグループを効率的に機能させ、障害者の外出サポート体制を確立するため、ライセンス制度を創設し、横浜市独自の移送支援システムの構築を目指す。
	３人
	事業化
（福祉局）

事業化(市民協働推進事業本部)※ライセンス制度総論の検討を先行

	
	
	コミュニティワーカーライセンス制度の創設
	地域の市民活動を総合的にコーディネートできる人材を養成し、地域の活性化と市民活動の育成を図るため、ライセンス制度を創設する。
	５人
	

	
	
	大規模災害時救援ライセンス制度の創設
	市立学校にある防災資機材を有効利用できるよう市民とともに定期的な研修訓練を行い、ライセンスを提供する制度を創設する。
	１人
	事業化
（総務局）

	
	緑の拡充計画の推進
	緑の価値を高めるパッケージ施策の展開
	樹林地・農地の保全や活用、公共・民地緑化の推進、それに携わる人材の育成や普及啓発など、緑化推進の総合的な「パッケージ」施策を事業化することを目指す。
	５人
	事業化
（緑政局）

	
	
	プレイリーダーライセンスなどによる緑・公園の関わりの充実
	緑地管理が行き届かなかったり、ごみの不法投棄などの解決のために、市民の主体的な関わりを引き出していくための緑に関する各種ライセンス制度を創設して市民活動を支援していく。
	６人
	事業化
（緑政局）

	
	障害者の雇用の場の拡大
	横浜市における知的障害者採用の課題等を解決し、障害者雇用を拡大するとともに、民間企業をはじめＮＰＯなど様々な場での知的障害者の雇用を拡大していく契機とする。
	９人
	事業化
（福祉局）

	
	ライフサイエンス都市横浜の実現
	産学連携推進方策や東京湾ゲノム等広域連携、産業育成・創生のための融資策、研究者用住宅や交流施設の供給方策など諸施策を検討する。
	２人
	事業化
（経済局）

	平成15年度
	民の力を活かした風力発電の事業化

	「環境行動都市ヨコハマ」の新しいシンボルとして、大型風力発電の事業化に取り組む。事業化にあたっては、民の力を活かした手法や市民参加の仕組みを取り入れていく。
	７人
	事業化
（環境保全局）

	
	市民提案・市民主体の身近なまちづくり
	市民の身近なまちづくりに関する地域のハード整備事業を市民主体で進めるため、コンテストにより市民提案を選考し、それを専門家と市が連携・協力しながら、事業化を支援する。
	５人
	事業化
（都市計画局）

	
	民間とのタイアップによる広告料収入の拡大１、２、３、４
	広報紙のほか、庁舎や公共施設など本市の持つ様々な資産や権利等を広告媒体として活用することによって、新たな財源を確保する。また、そのための対外窓口・庁内窓口を一本化するため、新たに専任セクションを設置する。

	７人
	事業化
（財政局）

	平成16年度
	街づくり支援ツールとしての
ＧＩＳの展開

	局別・用途別の情報提供に止まっている現在の地理情報システム（GIS:Geographic Information System）を、全庁的な利用の観点からCAD・CG・GPS等のツール利用も含めて再構築し、行政内のデータ連携や、市民の地域まちづくりのサポートが進むよう検討を行う。
	５人
	事業化
（まちづくり調整局）

	
	横浜版ＳＢＩＲの構築
	新技術・新製品の開発により解決が見込める行政課題を抽出して企業へ提示し、優れた提案に対しては研究開発から事業化まで一貫した支援を行う横浜独自のシステム(横浜版ＳＢＩＲ：Small Business Innovation Research)の構築を検討する。
	６人
	事業化
（経済局）

	
	Wedding in  Yokohama 

	　「横浜らしいウエディング」をテーマにしたシティセールスを展開し、より多くの結婚式を誘致することで、経済活性化・美しいまちづくりを推進する。
	７人
	事業化
（横浜ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業本部）

	
	Safe Community

（安全地域社会）都市：横浜を創ろう

	日常生活での事件・事故は、適切な対策で防止可能という認識のもとに、合理的な事故防止システム（事故・ﾋﾔﾘﾊｯﾄ報告→原因・現状分析→防止対策の策定→検証）を構築し、日本初の「Safe Community認証（WHO）」の取得を目指す。

	５人
	事業化
（衛生局）

	平成17年度
	動物園から排出される動物糞の有効活用策 

	動物園の動物糞を堆肥化し、生産された堆肥を市民や農家に販売していく仕組みを構築するとともに、環境学習の推進に生かしていく。
	５人
	事業化
（環境創造局）

	
	空き家活用による地域の活動拠点づくり 
	空き家を活用した地域の活動拠点づくりを進めるため、空き家提供者と活用希望者のコーディネートを行うしくみを構築する。
	４人
	事業化
（まちづくり調整局）

	平成18年度
	重度障害児・者とその家族が安心して暮らせる環境づくり
	重度心身障害児・者への医療的なケアを充実していくため、新たな基幹組織を設け、患者・家族、医療機関、福祉施設、行政のネットワークを構築する。
	６人
	事業化
（こども青少年局）

	
	省エネ・省コスト発見隊の結成
	市民や事業者との協働による公共建築物の省エネ・省コストを推進するため、省エネ・省コスト発見隊を結成し、公共建築物のエネルギー使用料の一元管理、省エネメニューの提供、省エネ実践のためのコーディネート、効果検証を行う。

	４人
	事業化
（環境創造局）

	平成19年度
	バイオディーゼル燃料リサイクルシステムの実用化
	本市の小学校・病院などから出る廃食用油を回収、福祉授産所でバイオディーゼル燃料に精製し、水再生センター等で利用する。

	７人
	事業化
（地球温暖化対策事業本部）


摘自橫濱市都市經營局網站

http://www.city.yokohama.jp/me/keiei/seisaku/entre/
（七）考察心得

經本次考察日本橫濱市提案制度推動情形，茲將相關資料整理，進一步與本府97年度創意提案會報制度進行分析比較，彙整如下表：
	比較事項
	日本橫濱市提案制度
	本府創意提案會報制度

	提案推動單位及辦理事項
	推動單位：都市經營局

辦理事項：

1、募集提案及追加研討成員
2、辦理提案及追加研討成員審查（面試）作業
3、後續事業化相關行政協調作業
	推動單位：研究發展考核委員會

辦理事項：

1、受理參獎提案

2、辦理提案審查作業

3、後續獎勵、行銷、追蹤管制作業

	實施對象範圍
	1、於募集期間員工可自行提案。
2、提案事項不限本身（本機關）業務範圍。
	1、區分創新、精進及點子獎項，於年度內由一級機關推薦參獎。
2、提案事項有業務範圍限制（創新、精進獎限執行完成有成效者，點子獎提案者須為後續執行之主辦或協辦機關）。

	提案作業流程
	1、先提案→經評估→確認執行（事業化）。
2、提案及追加研討成員係透過公開募集、審查（面試）決定，為跨機關部門之組成。

	1、一、二級機關內部自行提案→由一級機關推薦參獎→本府審查作業（初審、複審）→審定獲獎提案→獎勵作業。
2、創新、精進獎屬「改善提案」、點子獎屬「提案改善」，仍由機關內相關承辦人員辦理。


	提案審查標準
	1、必要性

2、具體性

3、獨創性

4、對事業的效益性
	1、創新獎評審項目：創新性、執行性、應用性、效益性等。

2、精進獎評審項目：周延性、改善性、參與性、應用性、效益性等。

3、點子獎評審項目：創新性、前瞻性、可行性、效益性等。

	提案執行（事業化）
	經由執行會議審查決定是否付諸事業化，指定權責機關進行下一年度事業化執行，包括預算編列、權責分工及相關人事異動。
	由提案機關內部評估機制決定是否執行（自行編列相關預算）。

	提案獎勵機制
	無員工個人之提案獎勵措施。（目前正規劃中）
	透過獎勵機制，鼓勵同仁勇於提案：

1、行政獎勵

2、頒發獎勵金

3、破格獎勵拔擢任用

4、出國標竿學習

	提案內容
	員工提案多涉及重大市政議題項目，執行件數不多
	員工提案多屬機關內部業務或行政檢討項目，執行件數較多



（八）考察建議
１、在制度推行方面：

橫濱市推行之提案制度屬「提案改善」型，即公開徵求改善建議（只做提案之意見），再選擇優良且有效的提案加以施行；其制度之優點在於員工提案的範圍不受限制，只要對市政建設、市民福祉有建設性之改善意見，員工可在其職掌業務範圍外自由地提案。

建議：

本府創意提案會報實施之初係屬「改善提案」型，即改善實施後再提案參獎，員工提案範圍挶限在自身業務範圍內，且提案影響層面較小。97年度修訂本府創意提案會報時，同時採用「改善提案」及「提案改善」型，原「創新獎」及「精進獎」屬「改善提案」型，即提案者之提案業經本機關採行且有成效者，始能提報參獎；新增之「點子獎」則屬「提案改善」型精神，惟為便於推行，限制提案者須為後續執行之主辦或協辦機關，致使提案數過少。基此，建議本府創意提案會報「點子獎」部分，開放員工可自由針對他機關或跨機關之業務、流程、技術、服務等，提出本府未曾推行過之創意提案。
２、在府層級推動單位及後續執行方面：

橫濱市提案制度之推行單位為都市經營局，在其辦理事項中，有關募集提案及追加研討成員、辦理提案及追加研討成員審查（面試）之事項，與本府研考會擔任審查小組幕僚之情形相似，而在提案後續事業化作業部分，係由提案研討小組於期中及期末向市長報告後，送交事業化審查，經市長決定是否進行事業化執行。

建議：

本府創意提案會報「點子獎」部分，如朝向開放員工可自由針對他機關或跨機關之創意提案，在後續提案執行上，為使相關資源快速有效地運用，初步建議交由各權責機關辦理，即提案者之提案意見經本府審查小組評選獲獎後，後續即交辦權責機關據以執行。為避免提案者之提案意見太過空泛、不具可行性，在提案評選過程中，可先徵詢提案所涉機關就可行性研提意見，提供審查委員評分之參考。而本府統籌規劃創意提案制度之機關－研考會的角色，除了作為提案評獎機制之規劃推動幕僚單位外，針對重大市政項目之創意提案，應加強辦理跨機關資源整合及協調工作，此外，為使提案成果持續擴散，後續管考追蹤及行銷宣傳作業亦是未來可努力方向。

３、在獎勵措施及推動期程方面
為鼓勵機關同仁勇於提出他機關或跨機關之重大市政創意提案，建議目前本府創意會報點子獎之行政獎勵及獎勵金額度應酌予增加，以激發執行成效；而推動期程應加速進行審查作業，非現行之年底複審方式，建議縮短審查時間，促使重大市政創意提案及早落實。[image: image3][image: image4][image: image5]
下一年度進行事業化執行及相關人事異動





經執行會議審查決定是否付諸事業化





成員進行研討（約為期半年）後建議事業內容





提案者以外研討成員追加募集及決定





提案募集及決定
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